
事業番号 - - -

（ ）

現状・課題
（5行程度以内）

翌年度へ繰越し（D) - - - -

-

-

補助率等

事業概要
（5行程度以内）

大学病院における医学生の教育環境の充実を図るため、最先端医療設備の整備を支援する。

実施方法 補助

予算額・
執行額

（単位:百万円）
（インプット）

令和2年度 令和3年度 令和4年度 令和5年度

執行額(G) - - -

計(F)
=（A)+（B)+（C)+（D)+（E)

- - - 14,000 -

予備費等（E) - - - -

予算の
状況

前年度から繰越し（C)

当初予算（A) - - - - -

- - -

【補助率：定額補助】

令和5年度
事業終了

（予定）年度
令和5年度 担当課室

- -

補正予算（B) - - -

14,000

14,000

令和5年度第1次補正予算

2023 文科 新23 0515

文部科学省

政策 ４　個性が輝く高等教育の振興

事業の目的
（5行程度以内）

大学病院における医学生の教育環境の充実を図るため、最先端医療設備の整備を支援し、我が国の「未来の医療」を担う高度医療人材の養成に貢献する。

医学教育課
医学教育課長
俵　幸嗣

会計区分 一般会計

根拠法令
（具体的な

条項も記載）

良質かつ適切な医療を効率的に提供する体制の確保を推進するため
の医療法等の一部を改正する法律(令和３年法律第 49 号)

関係する
計画、通知等

デフレ完全脱却のための総合経済対策～日本経済の新たなステージ
に向けて～（令和５年11月２日閣議決定）

事業名 高度医療人材養成事業（医師養成課程充実のための教育環境整備） 担当部局庁 高等教育局 作成責任者

事業開始年度

施策 ４－１　大学などにおける教育研究の質の向上

政策体系・評価書URL

主要経費 教育振興助成費

令和5年度行政事業レビューシート

-

事業概要URL -

(項)令和5・6年度
予算内訳

（単位：百万円）

歳出予算項・目 令和5年度当初予算

計（A) -

-

執行率（％）
=(G)/(F)

- - -

当初予算＋補正予算に対する執行額
の割合（％）

=(G)/｛(A)+(B)｝
-

主な増減理由（・要望額・予備費）

-

令和6年度要求

　

　

(目)

-

医学生の教育について、医師法改正により、令和５年度から共用試験が公的化され、医師の指導監督の下、臨床実習において医業を行うことできることが明確化されたが、新型コ
ロナウイルスの感染拡大の影響により、臨床実習において、患者に接する機会を十分に確保できない状況が続いていた。
この度、令和５年５月に、新型コロナウイルス感染症が２類から５類感染症へ位置付けられたことを踏まえ、各大学病院においては、速やかに従前の臨床実習体制を取り戻すとと
もに、コロナ禍での経験を活かし、重症患者への対応等、診療参加型臨床実習を実質化させるため、臨床実習環境の更なる充実を図る必要がある。
また、各大学病院においては、厳しい経営状況の中で、設備の購入や更新を先延ばしせざるを得ず、医療設備の老朽化が課題となっている。

令和6年度要求

-

-

-



アクティビティ①についてアウトカムが複数設定できない理由

本事業は令和5年度補正予算による単年度事業であるため。

-- -

成果実績

-

本事業は、最先端医療設備を整備することにより、医学生の教育環境の更なる充実を図ることを目的としていることから、これらの設備を活用し医学生の教育を実
施した大学数をアウトカムとして設定した。

-

-％

アウトカム設定について
の説明

令和3年度 令和4年度
5年度

活動見込
6年度

活動見込

-

-

6 年度

医学生の教育環境の充実
最先端医療設備を医学生の
教育に活用した大学数

達成度

単位 令和2年度

-

目標最終年度

↓

活動内容①
（アクティビティ）

医学生の教育にも活用する医療設備
の整備

計画的に設備整備を進める大
学数

活動実績 校 -

活動目標及び活動実績
①

（アウトプット）
当初見込み 校

- -

81

活動目標 活動指標

-

選定大学を対象に、医学生の教育環境の充実に資する最先端医療設備の整備を支援する。

成果目標及び成果実績
①-3

（長期アウトカム）

成果目標 定量的な成果指標 単位 令和2年度 令和3年度 令和4年度

成果実績及び目標値の
根拠として用いた

統計・データ名（出典）
/定性的なアウトカムに

関する成果実績

高度医療人材養成事業（医療養成課程充実のための教育環境整備事業）事業計画書、取組状況調査等

成果目標①-1の
設定理由

（アウトプット
からのつながり）↓

81

-

アクティビティ①について定性的なアウトカムを設定している理由

-

校 - - -

目標値 校 - - -



目標年度における効果測定に関する評価（令和6年度実施)

-
点検結果 -

-

-

-

外部有識者の所見

-

上記への対応状況

-

上記への対応状況

-

過去に受けた指摘事項
と対応状況

-

-

令和2年度

令和4年度

-

-

関連する過去のレビューシートの事業番号

令和元年度

平成28年度

平成29年度

令和3年度

平成27年度

行政事業レビュー推進チームの所見に至る過程及び所見

平成24年度

平成25年度

公開プロセス・秋の年次公開検証（秋のレビュー）における取りまとめ

その他の指摘事項

-

（選択してください）

（選択してください）

平成30年度

平成23年度

事業に関連する
ＫＰＩが定められて
いる閣議決定等

名称

URL

該当箇所

平成26年度

備考

改善の
方向性

所見を踏まえた改善点/概算要求における反映状況

事業所管部局による点検・改善

-



【補助金等交付】

　費目・使途欄についてさらに記載が必要な場合はチェックの上【別紙2】に記載 チェック

資金の流れ
（資金の受け取り先が
何を行っているかにつ

いて補足する）
（単位：百万円）

文部科学省

（14,000百万円）

対象大学から申請のあった事業内容を審査の上、支援対象とする取組を

選定し、補助金を交付する。

医学生の教育環境の充実に資する最先端医療設備を整

備する。

A．大学

（14,000百万円）


	行政事業レビューシート

